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庄田けいすけ 検索

皆様の声をお聞かせ下さい！

宮城県議会議員

庄田圭佑事務所
宮城県政へひと言 ! !

宮城県議会議員(泉区)

庄田けいすけ
県 政 ・ 活 動 報 告全力疾走!

皆さんこんにちは。宮城県議会議員の庄田圭佑です。

１１月２４日から開催され、１２月１４日の閉会した第３

８６回定例会では主に、物価高騰に係るかかりまし経費の

一部を補填する物価高騰対策費等をはじめとしたは約４０

１億円に及ぶ補正予算などが審議されました。

私自身は、１２月８日の予算特別委員会で行われた予算

総括質疑に臨み、物価高騰対策費のほか仙台空港経営支援

費などについて質疑しました。詳細は右記の通りです。な

お、補正予算の主要事業概要については、中面に記載して

おりますので、そちらをご覧ください。↗

今回の質疑概要は、物価高騰対策関連予算については、

物価高騰の影響で光熱水費が高騰している事業者に如何に

早く支援金を給付するのかといった質疑。仙台空港関連予

算や盛土対策費については具体的な予算の内訳や実施スケ

ジュール等について質疑致しました。

翌日の地元紙には私の質疑に対する答弁に基づいて下記

の通り新聞にも取り上げていただき、県民の皆様には補正

予算の概要等を周知できたと認識しております。

引き続き県政発展に全力疾走して参りますので、皆様よ

り忌憚のないご意見賜れば幸いです。
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下記時間帯は事務所に詰めておりますので、お困りごと等
有ればお気軽に事務所にお越し下さい。

令和５年1月9日(祝)10時～12時

お困りごとご相談下さい！

採択された請願・意見書

物価高騰対策費含む401億円の補正予算可決

請願

・私立高等学校等への助成強化に関することにつ
いて

・私学助成拡充に関することについて

意見書

・帯状疱疹ワクチンの定期接種化を求める意見書

・災害復旧及び防災・減災、国土強靭化の推に
必要な予算の確保を求める意見書

（↑予算総括質疑で物価高騰対策関連予算について質疑をする様子）
１．県民の安全・安心の確保に向けて

２．みやぎ健民づくりについて

第385回定例会・一般質問

１．財政運営からみる政策形成について

２．子ども・子育て支援関連予算について

３．仙台医療圏地域医療構想推進費について

４．みやぎ型管理運営方式について

５．盛土対策費について

第382回定例会・予算総括質疑

１．人口減少とどう向き合うか

(1) 本県の少子化対策について

(2) ４病院再編について

２．デジタル化の更なる推進に向けて

第384回定例会・一般質問

１．財政運営について

２．新・宮城の将来ビジョンからみた予算編成について

予算特別委員会(予算調整方針質疑)

１．物価高騰対策関連予算について

２．仙台空港関連予算について

３．盛土対策費について

第386回定例会・予算総括質疑

※新型コロナウイルス感染症に係る補正予算の審議の臨時議会が開催さ

れたため、質問した議会の回数が飛んでおります。

県民皆様の声を村井県政に届け、各種政策に反

映させるため、初当選以来、毎議会欠かすことな

く一般質問・総括質疑を継続して参りました。お

かげ様で、現任期では議員最多の質問回数を数え

ております。引き続き皆様からのご意見等を県の

政策に反映させるべく全力疾走して参ります。

さて、１１月２４日からは環境福祉委員長を務めて

おります。県立病院はじめとした４病院の連携・統合

問題の所管委員長となります。連携・統合を歓迎する

声がある一方で、懸念・反対の声も数多く頂戴してお

ります。県民皆様のご意見をしっかり伺いつつ、将来

に渡り仙台医療圏での適切な医療提供体制の在り方な

どについて専門家等の意見も参考にして、事業進捗に

対し適宜適切な対応を執行部に求めて参ります。

大綱１．物価高騰対策関連予算について

大綱２．仙台空港関連予算について

大綱３．盛土対策費について

質疑テーマ
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県議会活動・政務活動等レポート

議員連盟等での活動状況

令和５年度当初予算の編成方針

等について、予算特別委員会の

予算調整方針質疑に臨み、次年

度予算の在り方について質疑を

行いました。

事業項目 予算額(千円)

生活困窮世帯支援費(新) 48,000

私立学校原油価格高騰対策費(拡) 175,704

高等学校等修学支援費（物価高騰対策分）(新) 55,400

特別支援教育就学奨励費（物価高騰対策分）(新) 19,100

省エネ家電等購入促進費(新) 123,000

生活衛生事業者原油高騰対策費(新) 20,000

医療機関等物価高騰対策費(新) 1,269,131

社会福祉施設等原油高騰対策費(拡) 192,906

農産物直売所等原油価格高騰対策費(新) 99,000

肥料価格高騰対策費(新) 693,000

土地改良区原油価格高騰対策費(新) 216,500

水産業電力コスト削減支援費(新) 165,000

養殖業物価高騰対策費(新) 24,600

倉庫事業者原油価格高騰対策費(新) 271,000

交通事業者等支援費(拡) 491,000

貨物運送事業者支援費(拡) 550,000

仙台空港経営支援費(新) 223,000

仙台空港アクセス鉄道経営支援費(拡) 133,000

事業項目 予算額(千円)

中小企業等復旧・復興支援費(拡) 3,000,000

委員長 副委員長 委　員 委　員 委員長 副委員長 委　員 委　員 委員長 副委員長 委　員 委　員
佐々木　賢司 瀨戸　健治郎 佐々木　功悦 天下　みゆき 庄田　　圭佑 伏谷　修一 ゆさ　みゆき 金田　もとる 横山　のぼる 福井　崇正 境　 恒春 佐々木　奈津江

自民＝大崎 自民＝栗原 県民の声＝遠田 共産＝塩釜 自民＝泉 自民＝多賀城・七ヶ浜 県民の声=青葉 共産＝青葉 公明＝太白 自民＝青葉 県民の声=気仙沼・本吉 県民の声＝宮城野

委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員
渡辺　忠悦 遠藤　伸幸 松本　由男 外崎　浩子 岸田　清実 仁田　和廣 佐藤　剛太 わたなべ　拓 吉川　寛康 櫻井　正人 村上　久仁 菊地　恵一

無所属の会＝登米 公明＝青葉 自民＝宮城野 自民＝泉 社フォ＝太白 無所属＝多賀城・七ヶ浜 自民＝岩沼 自民＝太白 21世紀ク＝青葉 自民＝宮城 自民＝名取 自民＝大崎

委　員 委　員 委　員 委　員 委　員
佐々木　喜藏 畠山　和純 石川　光次郎 安藤　俊威 藤倉　知格

自民＝石巻・牡鹿 自民＝気仙沼・本吉 自民＝宮城野 自民＝白石・刈田 自民＝富谷・黒川

委員長 副委員長 委　員 委　員 委員長 副委員長 委　員 委　員 委員長 副委員長 委　員 委　員
守屋　守武 渡邉 重益 太田　稔郎 枡　和也 遠藤　隼人 伊藤　吉浩 佐藤　仁一 石田　一也 横山　隆光 八島　利美 坂下　賢 三浦　ななみ

自民＝気仙沼・本吉 自民＝亘理 県民の声=名取 県民の声=柴田 自民＝泉 自民＝登米 県民の声=大崎 県民の声=太白 自民＝白石・刈田 自民＝角田・伊具 県民の声＝石巻・牡鹿 県民の声=若林

委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員 委　員
三浦　一敏 熊谷　義彦 高橋　宗也 高橋　 啓 福島　かずえ 伊藤　和博 渡辺　勝幸 本木　忠一 大内　真理 菅間　 進 柏　 佑賢 佐々木　幸士

共産＝石巻・牡鹿 社フォ＝栗原 自民＝東松島 自民＝加美 共産＝若林 公明＝泉 自民＝若林 自民＝石巻・牡鹿 共産＝宮城野 無所属の会＝青葉 自民＝塩釜 自民＝太白

委　員 委　員 委　員 委　員 委　員
池田　憲彦 中島　源陽 中山　耕一 髙橋　伸二 中沢　幸男

自民＝石巻・牡鹿 自民＝大崎 自民＝富谷・黒川 自民＝柴田 自民＝青葉
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県政課題ど真ん中を担う環境福祉委員長に就任しました！ 成立した補正予算の主要事業概要

毎年１１月定例会では常任委員会の人事異動が行われ

ます。私は環境福祉委員会委員長を拝命しました。環境

福祉委員会は新型コロナウイルス感染症対策をはじめと

して、少子化対策や令和６年度から導入予定の再生可能

エネルギー新税の検討、現在議論が割れている県立病院

機構と東北労災病院、日赤仙台病院の連携・統合問題等

県政課題のど真ん中を担う大変重要な委員会です。

建設企業委員長時代に携わった「みやぎ型管理運営方

式」以来の大役を担うこととなりました。宮城の将来を

しっかりと見据え、職務に精励して参ります。

今回の補正予算は、国が創設した「電力・ガス・食料

品等価格高騰重点支援地方交付金」を活用し、光熱費や

物価高騰の影響を受ける生活者や事業者への支援策を予

算化しています。具体的には、生活困窮世帯に対する灯

油購入費や私立幼稚園などの光熱費等への支援のほか、

低所得世帯を対象とした奨学給付金の上乗せ、省エネ性

能の高い家電等への買換え促進に要する経費等です。ま

た、医療機関や福祉施設、倉庫事業者の光熱費等への支

援や交通・貨物運送事業者の事業継続支援に要する経費

や肥料や配合飼料の購入、水産関連事業者の電力コスト

削減設備の導入への助成に要する経費などを予算化して

います。一日も早くお手元に届くよう努めて参ります。

エネルギー・食料品価格等の物価高騰への対応
※(新)は新規予算

(拡)は拡充予算 令和４年３月１６日に発生した福島県沖を震源とする地震への対応

その他

事業項目 予算額(千円)

中小企業等復旧・復興支援費(拡) 3,000,000

盛土対策費 433,830

宿泊・観光需要創出支援費 5,670,000

Ｇ７仙台科学技術大臣会合警備費(新) 30,000

財政調整基金積立金 13,449,000

※補正予算詳細は財政課ＨＰhttps://www.pref.miyagi.jp/soshiki/zaisei/）を

ご覧ください。

物価高騰

１１月定例会予算特別委員会に

おいて、環境福祉分科会の審査

結果（各種原油高騰対策費関連

予算など）を委員長として報告

致しました。

大阪府大東市水野教育長を訪問

し、大東市における不登校児童

生徒に対する支援事業等につい

て意見交換を実施しました。

若林区河原町の広瀬川河川敷の

堤防を利用した壁画アートのお

披露目式に出席。主催者からの

相談で管理者の県と場所を調整

し開催にこぎつけました。

シェルコム仙台で行われた、ブ

ラインドサッカーチーム「コル

ジャ仙台」の１０周年記念試合

を見学。日本代表クラスの試合

を目の当たりにしました。

ＪＩＣＡ東北の皆様と、日本と

介在人材交流の取組等について

意見交換を実施。本県における

外国人材の利活用について見識

を深めました。
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